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岡 田 広 美 議 員（ 志 誠 会 ） 質問方式：一括質問方式 

 

１ 多胎児支援について 

（1） 現在、尾道市において多胎児支援について、なされている支

援策は、どのような支援策がありますか 

（2） 今まで多胎児の支援策についての問い合わせはありません

でしたか  

（3） 国からの支援策も提示されていますが、これらの支援策を尾

道市として、どのように生かしていく予定ですか（例えば、

「多胎ピアサポート事業」「多胎児サポートケア無償化」

「多胎児タクシーチケット支給」「訪問支援サポート」など） 

（4） 国民年金第 1 号被保険者が多胎児妊娠をわかったときに早い

時期から国民年金免除制度（多胎妊娠特例）（出産予定日の

３か月前から６か月間）が使えることなど、について説明が

されていますか  

（5） 多胎児家庭においてのアンケート調査を夜間に答えてくれ

た方が多くおられ、子どもたちが、寝静まった夜間に、自分

の睡眠時間を削って答えるくらいしか時間が取れなかった

のではないかと思います。子育て相談において、夜間の時間

帯での相談窓口はありますか  

 

２ ヤングケアラー支援について 

（1） 尾道市において、すこやかな成長と教育の機会を保障される

べき若者が、介護のためにその権利を保障されないことにつ

いていかがお考えでしょうか  

（2） ヤングケアラーがいることを把握されていますか。また、こ

のような子どもたちにどのような支援が必要か調査するべ

きだと思いますが、いかがですか  

（3） 教職員全員が「ヤングケアラー」について、学習する機会や、

情報交換などができるよう、研修会など開催するというのは

いかがですか  

（4） 学校の教師だけでは、家庭の様子は把握しにくいと思うの

で、家族介護に深くかかわるケアマネージャーやソーシャル

ワーカーなどと連携することを考えていくというのは、いか

がでしょうか  
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（5） 厚労省が 2019 年７月に学校や教育委員会と情報共有し、適

切な支援を行うよう、自治体に通知しているとありますが、

この点についていかが対応されたのですか  

 


